
 
■県市における検討状況の整理について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【県庁舎跡地の県市にとっての重要性】（ベース） 
○現庁舎の敷地は、史跡「出島」に隣接し、陸の玄関口の長崎駅や海の玄関口の松が枝国際観光船ふ頭等と中心部の商店街等をつなぐ、まちなかの重要な回遊ルートにあることから、まちづくりの観点で大変重要な位置

にあり、また歴史的、文化的にも貴重な土地である。 
 

【県庁舎跡地活用に関する県市の基本的な取り組み方針】 
○現庁舎の敷地が、今後も長崎の中心・象徴でありつづけるため、この地に脈々と刻まれた歴史にさらに磨きをかけて活用し、交流、創造、発信につなげる。 

○現庁舎の敷地が、新たなまちづくりの起爆剤として、人々が集い・交流し、今以上のにぎわいを創出するよう、また、長崎市のみならず、長崎県全体にとって最もよい活用方策となるよう取り組む。 

着眼点（重要項目）から見た期待される効果 その他  
主要機能 

 
検討中の具体的機能 

 
主な内容 

公益性 集客性・交流性 象徴性・発信性 歴史性 周辺にある機能との関係 
・都市再生の課題 
・県民・市民からの要望、意見
など 

☆多目的広場機
能 

 ・一定以上の面積の確保（公会堂
前公園以上） 
・多彩なイベントが行える仕組み
（屋根付き広場、電気・給水施
設など） 
・利用の自由度が高い運用 

・誰もが利用でき公益性
は確保される 

・イベント等により
県民・市民の利用
が一定見込める
（約10万人～20万
人／年（FS 調査）） 

 

・規模やデザイン、活
用方法（イベント等）
を工夫することによ
りにより可能 

・歴史性を取り入れ
たデザイン（外
観）、活用方法（イ
ベント等）により
可能 

・中心市街地に近い立地を
活かす等、ソフト面や設
備面の工夫により水辺
の森公園、おくんち広場
等との棲み分けが可能 

・浜町を含むエリアに重複
するものはなく、機能分
担は可能 
 
 

・検討懇話会：多彩なイベント
による交流・賑わいの創出、
県民・市民の憩いの場の提供 
・江戸町公園との調整 
・将来へ向けた拡張性を確保す
る場 

世界遺産関連 ・県内の構成資産の紹介 ・世界遺産を中心に広く
長崎の魅力を発信で
きる 

・施設内容による（約
1.8 万人～14.5 万
人／年（FS 調査）） 

 
 

・世界遺産に関する関
心は高い 

・歴史的背景によく
適合する 

・周辺に類似機能なし ・検討懇話会：国内外の来訪者
等に展示解説 

出島関連 ・出島に関する情報発信 
・出土品や出島に関する資料の展
示 
 

・出島を中心に広く長崎
の魅力を発信できる 

・出島と一体的な運
用により集客性は
高い（約 43.9 万人
／年（25 年度出島
実績）） 
 
 

・「出島」は国内外に知
名度が高い 

・歴史的背景によく
適合する 

・歴史文化博物館との機能
分担が必要 

・検討懇話会：国内外の来訪者
等に展示解説 

この土地の歴史関連 ・長崎発祥から県庁までのこの土
地の歴史の紹介 

・誰もが利用でき公益性
は確保される 

 ・この土地の歴史を発
信することで象徴
性・発信性の確保は
可能 
 
 

・この場所の歴史的
背景によく適合
する 

・この土地に特有のもので
ある 

・検討懇話会：出島との関連を
はじめとしたこの地の歴史
等を展示解説 

国際交流・県民交流拠点 ・国際交流・県民交流のための会
議室、交流スペース等 

・誰もが利用でき公益性
は確保される 

・平日等、ホールや
広場でイベントが
無いときも県民・
市民の利用が一定
見込める 
 
 

・留学生や県民市民の
交流等により、発信
性の確保は可能 

・長崎の海外交流の
歴史的な背景と
適合する 

・周辺の交流機能の集約に
ついて検討が必要 

・検討懇話会：海外観光客との
交流機能、NPO 団体やボラン
ティア等の活動を支える機
能 

☆歴史・情報発信
機能 

さるくステーション・観
光情報機能 

・まちなかのさるくの集合場所 
・観光をサポートするコンシェル
ジュ機能 

・誰もが利用でき公益性
は確保される 
 

・整備内容により可 
 能（約 2 万人／年
25 年度出島さる
く S実績） 

・まちの魅力を内外に
発信することが可
能。 

・近隣の出島の案内
などこの場所の
持つ歴史的な背
景と適合する 
 
 

・出島内のさるくステーシ
ョンの移転の検討が必
要 
 

・検討懇話会：観光をサポート
するコンシェルジュ機能な
ど 
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着眼点（重要項目）から見た期待される効果 その他  
主要機能 

 
検討中の具体的機能 

 
主な内容 

公益性 集客性・交流性 象徴性・発信性 歴史性 周辺にある機能との関係 
・都市再生の課題 
・県民・市民からの要望、意見
など 

300 席 ・県民市民が気軽に利用できる歴
史・情報発信機能に附帯した多
目的なもの 
（演劇に一定対応可能） 

・歴史・情報発信機能
と一体となって象徴
性・発信性を見込む 

 

・歴史・情報発信機
能と一体となっ
て歴史性を見込
む 
 

・メルカつきまちホール 
（行政や企業の説明会で
の利用が多い。歴史・情
報発信機能との連携や、
演劇に一定対応可能な
ホールとすることで競
合しない） 

・検討懇話会：県民が気軽に利
用できる場の整備 
 

500 席 ・質の高い公演が可能な音楽専門 ・創作活動を行うホー
ルとなれば発信性を
もつ 

・マダムバタフライ等、
この場所の歴史的背
景を踏まえたプログ
ラムを組むことで発
信性は高まる 

・マダムバタフライ
等、この場所の歴
史的背景を踏ま
えたプログラム
を組むことで、こ
の場所の持つ歴
史的な背景と適
合する 

・チトセピアホール 
（長崎市に500席規模の
音楽専門のホールはな
く、競合しない） 
※県内の同規模類似施
設との棲み分けにつ
いては検証が必要 

・検討懇話会：質が高く、芸術
性の高い演劇や音楽の公演
が可能なもの 

1,000～1,200 席 ・音楽・演劇に利用できる機能を
備えたもの 

・誰もが利用でき公益性
は確保される 

・県が中心となって活用
を図るに相応しいか
については検討が必
要 

・利用者数は施設規
模により左右され
る。 
300 席：約 2.5～5.7
万人（県試算） 
500 席：約 4.6 万人
（県試算） 
1,000～1,200 席：約
12.7 万人（県試算） 

 
・土日だけでなく平
日も利用が一定見
込める 
・県民・市民の利用
が一定見込める 
 
 

・上記に加え、より規
模が大きくなること
で催事の幅が広がり
多様なジャンルで文
化を発信できる 

・上記に加え、より
規模が大きくな
ることで催事の
幅が広がり、音楽
以外の多様なジ
ャンルのプログ
ラムを提供する
ことで、この場所
の持つ歴史的な
背景とより適合
させることが可
能。 

・市民会館文化ホール（舞
台面積が狭小等である
ので、上質なホールとす
ることで競合しない） 

・現在検討中のＭＩＣＥ施
設のホール（コンベンシ
ョン機能が主目的であ
る。文化・芸術活動中心
のホールとすることで
競合しない） 

・検討懇話会：質が高く、芸術
性の高い演劇や音楽の公演
が可能なもの 

・あり方検討委員会：音楽・演
劇のどちらか主体の中ホー
ル（800～1200 席） 
・舞踊協会：1,300 席程度等 

☆ホール機能 

その他（練習室、リハ室
兼小ホールなど） 

 ・誰もが利用でき公益性
は確保される 
 

・土日だけでなく平
日も利用が一定見
込める 
・県民・市民の利用
が一定見込める 
・整備内容やの機能
と連動することに
より高まる 
 

・創作活動を行うホー
ルなどとなれば発信
性をもつ 
・整備内容や他の機能
と連動することによ
り高まる 

・整備内容や他の機
能と連動するこ
とにより高まる 

・あり方検討員会・音楽連
盟からは不足するとの
意見がある。 

・あり方検討委員会・音楽連
盟：小ホールの併設、練習室
の充実など 

駐車場（自家用車）  ・公益性は確保される 
 

・集客・交流に必要
な機能 
 

  ・周辺施設で充足している ・附置義務上の整備は必須 

駐車場（バス）  ・公益性は確保される 
 

・集客・交流に必要
な機能（観光客） 
 

  ・周辺で不足している ・都市再生：新たな観光バ 
ス乗降場や駐車場の確保 

バスベイ  ・公益性は確保される 
 

・集客・交流に必要
な機能（観光客） 
 

  ・周辺で不足している ・都市再生：新たな観光バ 
ス乗降場や駐車場の確保 

★附帯施設 

その他（飲食・物販・展
望） 

 ・誰もが利用でき公益性
は確保される 

・集客・交流に必要
な機能（観光客） 
 

・施設内容による ・施設内容による ・飲食・物販は近隣との 
調整が必要 

 

※検討懇話会…県庁舎跡地活用検討懇話会。Ｈ26.3 提言書提出 
※あり方検討委員会…公会堂等文化施設あり方検討委員会。Ｈ24.3 報告書提出。 
※舞踊協会…長崎舞踊協会。Ｈ25.6 市長陳情 


